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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成20年5月8日(2008.5.8)

【公開番号】特開2006-272713(P2006-272713A)
【公開日】平成18年10月12日(2006.10.12)
【年通号数】公開・登録公報2006-040
【出願番号】特願2005-94333(P2005-94333)
【国際特許分類】
   Ｂ２８Ｂ  11/24     (2006.01)
   Ｃ０４Ｂ  35/622    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ２８Ｂ  11/00    　　　Ａ
   Ｃ０４Ｂ  35/00    　　　Ｇ

【手続補正書】
【提出日】平成20年3月25日(2008.3.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
セラミックス基板の製造方法であって、無機粉末と感光性有機成分を含む感光性セラミッ
クスグリーンシートに、（１）活性光線をパターン状に照射する工程、（２）前記活性光
線を照射する面とは異なる面から、感光性セラミックスグリーンシートの厚さ方向におい
て完全に硬化させない熱処理を施す工程を有し、（１）工程、（２）工程のうち、どちら
か一方の工程を行った後、他方の工程を行い、その後、（３）感光性セラミックスグリー
ンシートを現像する工程、を少なくとも有することを特徴とするセラミックス基板の製造
方法。
【請求項２】
セラミックス基板の製造方法であって、無機粉末と感光性有機成分を含む感光性セラミッ
クスグリーンシートに、（１）活性光線をパターン状に照射する工程、（２’）前記、活
性光線を照射する面とは異なる面に、前記活性光線照射量より小さい照射量の活性光線を
前記パターンとは異なるパターン状もしくは全面に照射する工程を有し、（１）工程、（
２’）工程のうち、どちらか一方の工程を行った後、他方の工程を行い、その後、（３）
感光性セラミックスグリーンシートを現像する工程、を少なくとも有することを特徴とす
るセラミックス基板の製造方法。
【請求項３】
請求項１または２記載の製造方法で得られたハーフエッチ構造を有するセラミックス基板
。
【請求項４】
前記感光性セラミックスグリーンシートが感光性セラミックス組成物から形成され、当該
組成物が組成物全体量に対し平均粒子粒５００ｎｍ以下のセラミックス粉末を５～９０重
量％含有することを特徴とする請求項１または２記載のセラミックス基板の製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００１１】
　また本発明の別の態様は、セラミックス基板の製造方法であって、無機粉末と感光性有
機成分を含む感光性セラミックスグリーンシートに、（１）活性光線をパターン状に照射
する工程、（２’）前記、活性光線を照射する面とは異なる面に、前記活性光線照射量よ
り小さい照射量の活性光線を前記パターンとは異なるパターン状もしくは全面に照射する
工程を有し、（１）工程、（２’）工程のうち、どちらか一方の工程を行った後、他方の
工程を行い、その後、（３）感光性セラミックスグリーンシートを現像する工程、を少な
くとも有することを特徴とするセラミックス基板の製造方法である。
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